【 測量士補試験の対策 】を

ダウンロードしていただき、ありがとうございます。

　　　試験情報の有益な広告を配信　　　
ダウンロードサイトは、皆様方の広告クリック収益で、運営しております。

最近の広告は、試験情報として有益なものが沢山あります。
広告下の「＜ ＞」ボタンで、表示が切り替ります。

よろしく、お願いいたします。

http://cosp.180r.com/cosp/sekokan/soku/soku2.htm
　　　試験の参考書ランキング　　　
測量士試験・測量士補試験のおすすめ参考書と試験問題集を、

人気ランキング形式で紹介しております。
http://homepage2.nifty.com/303geos/soku_001.htm
測量士補試験の対策

　近年の測量士補試験は、非常に難しく、合格率が低くなっていると言われております。

その要因として、出題傾向が、ＧＰＳ測量や数値地形測量、ＧＩＳやデータ処理システムなど、かなり専門的に踏み込んだ内容の問題になってきていることが挙げられます。

しかし、出題内容を、じっくり分析しますと、基本的な事項が理解できていれば、そう手ごわい問題ではないと思われます。
　早く・安く・苦労なく合格するコツなどありませんが、「試験が要求しているもの」を十分に理解し、効率的で省力的、かつ、合理的な対策を講じていけば、測量を専門としない方であっても、必ず合格できるものと確信しております。
　測量士補試験に向けた対策としては、「精神論」を含み、次のものが挙げられます。

　　１．なぜ受験するのか、強い意志と目的をしっかりともつこと
　　２．限りある時間を有効活用すること
　　３．現実的で綿密なスケジュールをたてること
　　４．測量の基礎知識を十分に習得すること

　　５．過去出題問題を分析し、出題傾向をつかむこと

　　６．過去問題を何度も繰り返し解くこと

　　７．自信のない問題、手のつけられない問題に対応して、

　　　　より確率高く、正解を絞り込むテクニックを身につけること

　　８．電卓の使用禁止に対応した、暗算対策を十分に講じておくこと

　　９．測量で使用する、基本的な数学公式をチェックしておくこと

１．強い意志と目的をしっかりともつこと
　受験の目的といっても、会社から要請されているとか、仲間と差をつけたいとか、漠然的なものしかないかもしれません。
　しかし、試験対策の期間は、強い意志と目的をしっかりと持ち、危機感をかきたて、意地になることです。
　　○ 合格して、独立するぞ
　　○ 合格したあいつには、絶対負けたくない
　　○ 社会的信用を得て、自分の納得できる仕事がしたい
　　○ 家族に不自由をかけない、高収入を得てやるぞ
　このように自分に念じ、弱気になった時は、自分の顔を２～３回ひっぱたいてやる位の信念を持たないと、孤独な試験対策の期間は、もちません。
　　「意識が変わらないと、行動は変わらない。
　　　行動が変わらないと、結果は変わらない。」
２．時間を有効活用すること
　業務が一時期に集中すること、残業が異常に多いのは、この測量業界の常ですが、考え方や工夫次第で、十分融通のきくのも時間です。

　限りある時間を有効に活用してください。
　　○ 自分の仕事は、集中して就業時間内に終わらせよう
　　○ 後進の育成のためと、思い切って仕事を任せよう
　　○ 休日・休暇や通勤時間・昼休みは、最大限に活用しよう
　　○ 現場で待たされる時間は、絶好の勉強時間だ
　　○ 早寝・早起きして、睡眠時間を十分にとること
　　○ 運動で気分転換
３．現実的で綿密なスケジュールの作成
　実行可能な現実的で、綿密なスケジュールを作成してください。

１月から試験対策を行った場合のスケジュールサンプルは、次の通りです。

　　１月　…　基礎知識の習得

　　２月　…　基礎知識の習得と過去出題問題の分析

　　３月　…　過去出題問題の実践解答

　　４月　…　過去出題問題の実践解答

　　５月　…　苦手問題のチェックと克服

４．基礎知識の習得

　　○ 参考書等を使用して、測量の基本的な知識の十分な理解に心がけてください。

　　○ 基礎知識がある程度、身に付けば、「チェック部品」を活用してください。

　　○ 「チェック部品」は、習得しているものの削除、不得意なものの追加など、

　　　　自分流のものを作成してください。

　　○ 基礎知識の習得の期間は、必要以上に取らず、

　　　　過去出題問題の実践解答に移ってください。

６．過去問題を何度も繰り返し解くこと
　根気よく、過去出題問題を解いてください。

　最初は、解き方がわからなくても、読み込んでください。

　２回、３回とチャレンジすれば、自然と解き方が身に付くものです。

　「過去出題問題の解答例」を活用してください。

７．より確率高く、正解を絞り込むテクニック
　自信のない問題、手の付けられない問題の対策として、より確率高く、正解を絞り込むテクニックを、ご紹介します。

　出題問題を大別すると、「間違い探し問題」「組合せ問題」（以上、文章問題）と、

「計算問題」になります。

　それぞれの「正解を絞り込むテクニック」は、次に示しますが、「過去出題問題の解答例」の「乱暴解」を参考にして、自分流のテクニックを身に付けてください。

　(1) 間違い探し問題の対策

　　　間違い探しの問題では、出題者は、無理やり「間違いの文章」を作っています。

　　　だから、他の文章と比べると、「何か、おかしい」「不自然」なのです。

　　　そこを「見抜く」必要があります。

　　　「何か、おかしい」「不自然」なものは、次のような内容です。

　　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　○○○ならば、×××でもよい

　　　　　５．GPS測量では、同一のセッションにおいて、最低一つの観測点において定

　　　　　　　められた観測時間を満たしていれば、他の観測点では定められた観測時問

　　　　　　　の二分の一以上を満たしていればよい。

　　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　なるべく多くの○○○

　　　　　　　　　　　　　　　（多ければ、又は、少なければ良いというものではない）

　　　　　３．水平位置の閉合差の点検路線は、なるべく多くの辺を採用し最長の路線と

　　　　　　　なるようにする。

　　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　○○○は必要であるが、×××は必要ない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別には×××を必要としない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別に×××することができる。

　　　　　１．レベルの整置回数を減らすために、

　　　　　　　視準距離を50m以上に延長することができる。
　　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　○○○のみで、×××ができる

　　　　　３．取得した道路データの座標値のみを用いて、コンピュータの計算処埋によ

　　　　　　　りデータが脱落なく計測されているか点検することができる。

　　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　短い文章、簡潔な文章が怪しい

　　　　　１．1級水準測量においては、レベルはできる限り2本の標尺を結ぶ直線上に

　　　　　　　設置し、かつ、視準距離を等しくする。

　　　　　２．往復観測を行う水準測量において、水準点間の測点数が多い場合は、適宜、

　　　　　　　固定点を設け、往及び復の観測に共通して使用する。

　　　　　３．1級水準測量においては、標尺補正のために観測の開始時、終了時及び

　　　　　　　固定点への到着時に気温を測定する。

　　　　　４．1日の観測は、水準点で終わることを原則とする。やむを得ず固定点で

　　　　　　　終わる場合は、次の日の観測で固定点の異常の有無が点検できるような

　　　　　　　方法で観測を行う。

　　　　　５．水準測量を行って得た観測高低差の誤差は、観測距離に比例する。
　　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　作為的で、不自然に長い文章が怪しい

　　　　　１．数値地形図における地形表現を、数値地形モデル法(DTM法)で行った。

　　　　　２．既成図の数値化では、使用する計測用基図を複製用ポジ原図から作成した。

　　　　　３．従来の紙地図における縮尺にかわり、地図情報レベルを用いた。

　　　　　４．数値地形図のデータファイルを、グラフィックディスプレイに表示して点

　　　　　　　検した。

　　　　　５．地図表現をしたときに、道路とその他の構造物との関係が見やすいように
　　　　　　　転位した道路のデータを真位置データとした。

　　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　相反する文章、同様・重複説明

　　　　　１．GPS測量機を用いてTS点の設置を行う際に、電波障害を受けるおそれの

　　　　　　　少ない場所を選んだ。

　　　　　２．TSを用いて、基準点から放射法によりTS点を設置した。

　　　　　３．TSを用いて細部測量を行い、取得した数値データを携行したパーソナル

　　　　　　　コンピュータに直接入力し、図形編集機能を用いて、現地で編集した。

　　　　　４．GPS測量機を用いて、同時に5個の衛星を観測して結合多角方式により

　　　　　　　細部測量のための基準点を設置した。

　　　　　５．TSを用いて、放射法により細部測量のための基準点を設置した。

　　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　「…するもの」と「…しないもの」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多いほうが怪しい

　　　　　１．器械定数の誤差による距離測定の誤差は、測定距離に比例しない。

　　　　　２．変調周波数の変化による距離測定の誤差は、測定距離に比例しない。

　　　　　３．反射鏡定数の誤差による距離測定の誤差は、測定距離に比例しない。

　　　　　４．致心誤差による距離測定の誤差は、測定距離に比例しない。

　　　　　５．気象要素の測定の誤差による距離測定の誤差は、測定距離に比例する。

　　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　「等しい」や「必ず…」という限定の表現

　　　　　２．平板測量による数値地図の修正の誤差は、

　　　　　　　平板測量による目標物の測定の誤差に等しい。

　　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　「できるだけ少なくするため、×××した」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　規定は守らなければならない。

　　　　　c. 写真枚数をできるだけ少なくするため、撮影コースの始点、終点がちょう

　　　　　　 ど撮影区域の境界上にあるように計画した。

　　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　一旦、具体的な正しい文を記述し、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その後に、間違い文を記述しているもの

　　　　　３．天頂からおおむね45ﾟの上空視界を得るため、

　　　　　　　池のすぐ近くに偏心して設置した。

　(2) 組合せ問題の対策

　　　組合せの問題では、出題者の「正しいものを多く並べ、理解度を問いたい」という、　　五択の配置から、「多いもの」を正解とすべきである。

　　　また、「多いもの」だけでは、淡白になるため、「多い→少ない→多い」の

　　正解パターンも多い。

　　　《多い少ないの術》　…　多い→少ない→多い

　　　　　　　　　ア　　　　イ　　　　ウ　　　　　　エ

　　　　　１．　基準点　　道線法　　か　ど　　メッシュコード

　　　　　２．　水準点　　道線法　　　辺　　　分類コード

　　　　　３．　基準点　　放射法　　　辺　　　メッシュコード

　　　　　４．　水準点　　道線法　　か　ど　　メッシュコード

　　　　　５．　基準点　　放射法　　か　ど　　分類コード

　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　 イ　　　　ウ　　　　　　 エ

　　　　　　多　い　…　 基準点 3　 道線法 3　 か　ど 3　 メッシュコード 3

　　　　　　少ない　…　 水準点 2　 放射法 2　 　辺　 2　 分類コード 2
　　　《多い少ないの術》　…　すべて「多い」もの

　　　　　　　　　ア　　　　　イ　　　　ウ　　　　　エ　　　　 オ

　　　　　１．　真　北　　　方位角　　方位角　　　　a+b　　　a+b+c

　　　　　２．　磁　北　　　偏心角　　方向角　　　　 a　　　　d-a
　　　　　３．　真　北　　　方位角　　方向角　　　　 a　　 　a+b+c

　　　　　４．　磁　北　　　偏心角　　方位角　　　　 a　　　　d-a
　　　　　５．　座標の北　　偏心角　　真北方向角　　a+b　　 　d-a
　(3) 計算問題の対策

　　　《計算問題は客観的に眺めてみよう》　…　五択、図や表から、何かが見えてくる

　　　　　○五択から見えてくるもの

　　　　　　・数値に幅のないもの　→　正解は「２」「３」「４」

　　　　　　　　　　１． 0.701m

　　　　　　　　　　２． 0.702m

　　　　　　　　　　３． 0.703m

　　　　　　　　　　４． 0.704m

　　　　　　　　　　５． 0.705m

　　　　　　・数値に幅のあるもの　→　単純計算から予想できる

　　　　　　　　　　１．  60m

　　　　　　　　　　２． 120m

　　　　　　　　　　３． 318m

　　　　　　　　　　４． 377m

　　　　　　　　　　５． 437m

　　　　　　・均等な数値のもの　→　正解は「２」「３」「４」

　　　　　　　　　　１．  3mm

　　　　　　　　　　２．  6mm

　　　　　　　　　　３．  9mm

　　　　　　　　　　４． 12mm

　　　　　　　　　　５． 15mm

　　　　　　・＋－が違うが同じ数値のもの　→　正解は同じ数値のもの

　　　　　　　　　　１． -5’46””
　　　　　　　　　　２． -3’20””
　　　　　　　　　　３． +3’20””
　　　　　　　　　　４． +4’51””
　　　　　　　　　　５． +6’13””
　　　　　　・＋－など、あり得ない数値が入っているもの　→　除外できる

　　　　　　・五択の数値を一つづつ式に代入すれば正解が予想できるもの

　　　　　○図や表から見えてくるもの

　　　　　　・表の数値と図が整合している　→　図を定規で測ることで解ける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　角度がわかる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　求める点の位置がわかる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　等しい辺や角度、三角形がわかる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　＋－、大か小かの判断がつく

　　　《計算問題は単純計算から予測》　…　単純計算の結果から、正解を予測する

　　　　　○五択の数値に幅のある設問等は、単純計算の結果から、正解を予測すること

　　　　　　ができる。

　　　　　○計算の容易な、形状、距離、角度等で計算し、設問の題意に＋－することで、

　　　　　　正解が限定できる。

　　　　　　・単純な高さや距離の計算から、あとは、与えられた数値を＋－×÷

　　　　　　・単純な高さと距離の計算から、勾配を求め、正解が予想できる

　　　　　　・単純な平均計算から、一番近いものを予想する

　　　　　　・単純な測定距離の差で、伸びたのか、縮んだのか、判断がつく

　　　　　　・三角形を乱暴に、正三角形、直角正三角形と考えてみる

　　　　　　・面積計算などは形状を、単純な三角形、四角形、円と考える

　　　　　　・角度を乱暴に、同じ角度、30ﾟ、45ﾟ、60ﾟ、90ﾟ、180ﾟと考える

　　　　　　・距離を乱暴に、同じ距離、○○mと考える

　　　　　　・単曲線を直線と考える

　　　《計算問題は図を描こう》　…　設問に沿った図を描くこと

　　　　　　　アリダードを用いて平板を標定し、水平距離でl00.00m離れた標高25.0mの

　　　　　　既知点Aに立てた目標板を視準したところ、+5.0分画であった。

　　　　　　このまま平板を動かさずにアりダードによる直接測定法で標高20.0mの

　　　　　　等高線を描くためには、ポールに取り付ける目標板の高さを地上からいくら

　　　　　　にすればよいか。次の中から選べ。

　　　　　　ただし、器械高を1.2m、既知点Aの目標板の高さを1.5mとする。

　　　　　　以上の設問に沿った図を描くと、次のようになる。
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                          　　　　　　　　            fa=1.5m
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ha=25.0m
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5分画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　100　　　　　　100m　 点A

　　　　　　　　　　　 fc　ib=1.2m

　　　　　　　　 Hc=20.0m　　 　 Hb

　　　　　　　　　　　　　　　　 点B

　　　　　　　　　　　　 点C

　(4) 覚えておくと得する項目


　　　《覚えておこう》　…　ラジアン法

　　　　・半径 R の円で、円周が R となる時の

　　　　　角度をρ（ロー）という。

　　　　・半径 R の大きさに関わらず、

　　　　　ρは、一定である。

　　　　・360ﾟ : ρﾟ = 2πR : R より、

　　　　　　　ρﾟ = 360ﾟ×R / 2πR = 180ﾟ/π = 57.2958ﾟ

　　　　　　　ρ’ = 57.2958ﾟ × 60’ 　　　　　= 3437.7496’
　　　　　　　ρ” = 3437.7496’ × 60” 　　　　= 206265”
　　　　・ρ” は、電話番号として覚えておこう。「20-6265」

　　　　・半径Rの円において、弧の長さLに対する、中心角αは次のようになる。

　　　　・ρﾟ : αﾟ = R : L より、

　　　　　　　αﾟ = L / R × ρﾟ

　　　　　　　α’ = L / R × ρ’
　　　　　　　α” = L / R × ρ”
　　　　・試験問題では、次のように出題される。

　　　　　《 1km先にある幅10㎝の測点を、はさむ角度はいくらか。》

　　　　・αが微小であるから、弦L = 弧L と考える。


　　　　・ρ” : α” = R : L より、

　　　　　　　α” = L / R × ρ”
　　　　　　　　　= 0.1m / 1000m × 206265”
　　　　　　　　　= 20.6”
　　　《覚えておこう》　…　正弦定理と余弦定理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B

　　　　　正弦定理 ： a / sinA = b / sinB = c / sinC　　　　c　　　　　 a

　　　　　余弦定理 ： a^2 = b^2 + c^2 - 2bc×cosA　　　　 A　　　　　　 C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b

　　　《覚えておこう》　…　基準面上の距離は、平面距離より短くなる

　　　《覚えておこう》　…　直線に単曲線が追加されると、距離は短くなる。

　　　《覚えておこう》　…　環閉合差を求める問題は、距離の短い路線が怪しい。

８．暗算対策

　　　《暗算対策》　…　10^n として式で進め、計算は最後に。

　　　　　　　　偏心補正量 x" = ρ" × e/S × sinA

　　　　　　　　　　　　　　　= 2×10^5 × 6m/3,000m × sin30°

　　　　　　　　　　　　　　　= 2×10^5 × 6/3×10^3 × 0.5

　　　　　　　　　　　　　　　= 2×10^2 = +200” 

　　　　　　　　　　　　　　　= +3’20”
　　　《暗算対策》　…　記号の式で進め、数値の代入は最後に。

　　　　　　　　点A、Bの高さの関係から、Hb + ib + h = Ha + fa

　　　　　　　　　　Hb = Ha + fa – ( ib + h )

　　　　　　　 　　　　= 25.0m + 1.5m – ( 1.2m + 5.0m ) 

　　　　　　　　　　　 = 20.3m

　　　《暗算対策》　…　4, 9, 16, 25, 36, 49, 64, 81 は、

　　　　　　　　　　　 「平方根を求めよ」を意味する

　　　《暗算対策》　…　1.41, 1.73, 2.24,  は、「２乗せよ」を意味する

　　　　　　　　EC～EP = √(474.94-574.94)^2 + (803.23-630.02)^2

　　　　　　　　　　　 = √(-100)^2 + (173.21)^2

　　　　　　　　173.21=√30,000 に気づけば暗算で解ける

　　　《暗算対策》　…　座標計算は、簡単な座標値に変換する

	　点名
	 X座標(m)
	 Y座標(m)

	   A
	 +28.159
	 +17.098

	   B
	 +58.159
	 +47.098

	   C
	 +18.159
	 +67.098


　　　　　　　　　　　　　　　　↓

	　点名
	 X座標(m)
	 Y座標(m)

	   A
	 　　0
	 　　0

	   B
	 　 30
	 　 30

	   C
	 -　10
	 　 50


　　　《暗算対策》　…　平方根は、直角三角形を描き定規で解く

　　　　　√0.0625 の平方根を解くのは、暗算では大変である。

　　　　　√0.20^2+0.15^2 = √0.0625　の平方根を解くには、

　　　　　2cm と 1.5cm の直角三角形を描き、斜辺を定規で測れば、2.5cm である。

　　　　　√0.20^2+0.15^2 = √0.0625　の平方根は、0.25 であるのが容易に解る。

　　　　　また、ピタゴラスの定理より、直角三角形は、３、４、５となり、

　　　　　それぞれ５の倍数から、平方根は 0.25 であるのが容易に解る。

９．基本的な数学公式のチェック

　次のような、基本的な数学公式は、理解しておく必要があります。

　　 指数の法則 
　　　　・A^m × A^n = A^(m+n)

　　　　・(A^m)^n = A^(mn)

　　　　・A^m / A^n = A^(m-n)

　　　　・A^(-m) = 1 / A^m

　　　　・A^0 = 1

　　　　・A^(1/2) = √A

　　 乗法公式 
　　　　・(a+b)^2 = a^2 + 2ab + b^2

　　　　・(a+b)(a-b) = a^2 - b^2

　　　　・√a × √b = √ab

　　　　・√b / √a = √(b/a)

　　 ２次方程式 
　　　　・ax^2 + bx + c = 0 の根は、 x = {-b±√(b^2-4ac)} / 2a

　　 比 
　　　　・a : b = c : d ならば、 ad = bc

　　 三角関数 
　　　　・sinA = a/c　　・cosA = b/c　　・tanA = a/b

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c　　　　　a

　　　　・cotA   = 1/tanA = b/a

　　　　・secA   = 1/cosA = c/b　　　　　　　　　　　　　　A

　　　　・cosecA = 1/sinA = c/a　　　　　　　　　　　　　　　　 b

　　　　・sin0ﾟ = 0　　　　 ・cos0ﾟ = 1　　　　 ・tan0ﾟ = 0

　　　　・sin30ﾟ = 1/2　　　・cos30ﾟ = √3/2　　・tan30ﾟ = 1/√3

　　　　・sin45ﾟ = 1/√2　　・cos45ﾟ = 1/√2　　・tan45ﾟ = 1

　　　　・sin60ﾟ = √3/2　　・cos60ﾟ = 1/2　　　・tan60ﾟ = √3

　　　　・sin90ﾟ = 1　　　　・cos90ﾟ = 0　　　　・tan90ﾟ = ∞

　　　　・sin(-A) 　　= -sinA　　　　 ・cos(-A) 　　=  cosA

　　　　・sin(90ﾟ-A)  =  cosA 　　　　・cos(90ﾟ-A)  =  sinA

　　　　・sin(180ﾟ-A) =  sinA  　　　 ・cos(180ﾟ-A) = -cosA

　　 正弦定理と余弦定理 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B

　　　　・正弦定理 ： a / sinA = b / sinB = c / sinC　　　　　　c　　　　　 a

　　　　・余弦定理 ： a^2 = b^2 + c^2 - 2bc×cosA　　　　　　 A　　　　　　 C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b
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